
主な特長

 ｰ PSK、QPSK、QAM、FSK、VSB、カス
タムAPSK、SOQPSKなど、35種類以上
の変調方式に対応

 ｰ GSM/EDGE/EDGE Evolution、Wi-SUN、
ZigBee、Bluetooth®など、15種類以上の
通信フォーマットをサポート

 ｰ 信号のトラブルシューティングのための
変調エラー解析ツール（EVM、IQエラー
など）

 ｰ アダプティブイコライゼーションによる
リニアエラーの特定

 ｰ SCPIまたは.NETプログラミングによる
テストの自動化

Keysight 89601B/BN-AYA
ベクトル変調解析
89600 VSAソフトウェア

Technical Overview



02 | Keysight | 89601B/BN-AYA ベクトル変調解析 89600 VSAソフトウェア – Technical Overview

柔軟なベクトル変調解析

オプションAYAは、BPSKのような単純なものから4096 QAMのような複雑なものまで、さまざま
なデジタル変調や規格の解析に対応し、携帯電話／無線ネットワーク／デジタルビデオ規格向け
のプリセットも多数用意されています。測定パラメータの柔軟なセットアップ、EVMを含む強力
なエラー解析、強力な表示機能により、信号のあらゆる側面を評価できます。

オプションAYAでサポートされるさまざまな変調方式以外にも、89600B ソフトウェアは75種類
以上の信号規格や変調方式に対応し、復調とベクトル信号解析向けの包括的なツールセットとな
ります。89600Bのツールを使用すれば、信号のほとんどすべての側面を解析でき、最先端のデザ
インを最適化できます。設計上のトレードオフを評価する場合も、複雑な信号を詳細に解析でき
ます。

より柔軟性の高いデジタル変調信号解析が必要な場合は、89600 VSAソフトウェアのオプション
BHK（カスタムIQ変調解析）をご検討ください。この追加オプションを使用すれば、信号品質測
定用のIQマップを完全にカスタマイズして長いシンボル長を解析できます。

ベクトル変調の概要

ベクトル変調は、デジタル変調またはI/Q変調とも呼ばれ、信号の振幅と位相の両方を使用して情
報を伝送する方式です。一般的な例として、BPSK、QPSK、QAM、およびそれらから派生したさ
まざまな方式があります。

このようなシステムは、2次元で情報を伝達するので、同じ帯域幅でより多くのデータを伝送でき、
スペクトラム効率を高めることができます。一方で、システムのデザイン、テスト、構築は複雑
になります。

ベクトル変調を採用したさまざまな方式に対応するには、汎用的なツールが必要です。位相と振
幅の両方を捕捉して解析する必要があります。使用される変調方式とシンボルレートはアプリケー
ションによって異なり、スペクトラムスプラッターを最小化するためにさまざまな送受信フィル
ターが存在します。

オプションAYAのエラー測定と強力な表示機能を組み合わせることにより、さまざまな変調方式の過渡的な異常
を発見できます。

購入前に試用できます

89600Bソフトウェアをダウンロード
して30日間試用できます。ハードウェ
アで測定を行ったり、記録済みのデ
モ信号を使用したり（ソフトウェアの
ツールバーでFile > Recall > Recall 

Demo> QPSK（ ま た はQAM、DTV、
APSK、Zigbee）を選択）できます。無
料の試用ライセンスは簡単に入手で
きます。

(www.keysight.co.jp/find/89600_
trial)
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解析とトラブルシューティング

I/Q変調方式のトラブルシューティングには、最新のツールが必要です。オプションAYAは柔軟性
の高いベクトル変調表示を豊富に備えているので、シミュレーションの検証からプロトタイプハー
ドウェアの測定まで、さまざまな用途に利用できます。どの場合でも、エラー測定により信号の問
題の原因を簡単に特定できます。

高度なデジタル復調器

搬送波周波数、フィルタータイプ、シンボルレートがわかっていれば、信号を復調できます。外部
フィルター、コヒーレント搬送波信号、シンボル・クロック・タイミング信号などは不要です。 

カスタムAPSK機能を使用すれば、オン／オフキーイングや64 APSKの他に、規格外の方式の信号
タイプを解析できます。最大8個の任意間隔の円と最大256ポイントのカスタムコンスタレーショ
ンを定義できます。

柔軟なデジタル復調により、さまざまな変調パラメータを調整したり、独自のAPSK信号を解析できます。
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独自のエラー解析ツール

エラーベクトル振幅（EVM）、エラー・ベクトル・スペクトラム、アダプティブイコライゼーショ
ンを使用して、RFとDSPの両方の問題を発見できます。

エラーベクトル振幅

強力なEVM解析ツールにより、性能限界条件がシステム性能の問題に発展する前に発見できます。

 – 入力信号の位相と振幅を理想的な信号と比較できます。

 – 平均エラーを、単一の値として、あるいはシンボル単位で表示できます。

 – EVM時間／スペクトラム測定を使用して、他の方法では発見できない系統的な障害を発見で
きます。

複数のトレースに複数のマーカーを無制限に同時に表示でき、必要に応じて各サ
イズを設定できます。

EVMスペクトラム測定は、回路の他の部分からの干渉信号を表示します。



05 | Keysight | 89601B/BN-AYA ベクトル変調解析 89600 VSAソフトウェア – Technical Overview

アダプティブイコライゼーション

I/Q変調信号のリニアエラー（群遅延歪み、周波数応答エラー、反射またはマルチパス歪みなど）を
特定して除去できます。ビットコード化の誤りや間違ったフィルター係数などのDSPエラーも検出
できます。

信号の保存／リコールによる効果的なトラブルシューティング

信号を捕捉して、後で解析したり、デザイン反復の後の段階と比較したりできます。世界のどこか
の製造ラインで重要なテストが失敗した場合でも、リモート・デザイン・チームと作業する場合で
も、信号を記録しておけば、どこででもオプションAYAのツールで再解析できます。プレーヤーウィ
ンドウを使って、記録した信号を詳細に解析できます。メインツールバーの停止／再生ボタンも使
用できます。

イコライザーチャネルの周波数応答はマルチパス効果の評価に用いられ、そのイン
パルス応答係数はダウンロード可能です。イコライザーの実行中は、復調プロパティ
ウィンドウが開いたままになるので、チューニング中にラン／ホールド操作が可能
です。

信号を保存して、後でオプションAYAのツールを使って再解析できます。ここでは、
スペクトラムとコンスタレーションは正常に見えます。EVMスペクトラム（トレー
スC）も正常です。しかし、500時間以上にわたる信号性能を反映したEVMスペク
トラムの累積履歴表示（トレースE）を見ると、過渡的なエラーが検出されています。
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ソフトウェア機能

信号セットアップ

信号収集

サポートされる入力チャネル数 2、およびデュアルch1＋jch2

搬送波ロック 内部生成

トリガ機能 シングル／連続、外部、パルス検索（データブロックからTDMAバーストの先頭を検索し、選択したバースト長に
わたる解析を実行）

サポートされるデータフォーマット

搬送波タイプ 連続、パルスド（バースト、TDMAなど）

変調方式 1 FSK：2、4、8、16レベル（GFSKを含む）MSK（GMSKを含む）タイプ1、タイプ2、CPM、BPSK、QPSK、OQPSK、
DQPSK、D8PSK、π/4DQPSK、SOQPSK、8PSK、3π/8 8PSK（EDGE）；π/8 D8PSK；　QAM（絶対エンコーディング）：
16、32、64、128、256、512、1024、2048、4096；　QAM（DVB規格に基づく差分エンコーディング）：16、32、
64、128、256；　スター QAM：16、32；　APSK：16、16 w/DVB、32、32 w/DVB；　VSB：8、16；　カスタム
APSK：

データブロック長 1 10～ 4,096シンボル、ユーザー調整可能

FSK偏移基準 FSK信号用の周波数偏移基準値（自動または手動の設定）

シンボルあたりサンプル数 1～ 20、ユーザー調整可能

シンボルクロック 内部生成

最大シンボルレート 周波数スパン/（1＋α）。（ただし、VSB変調方式では最大シンボルレートは2倍）。シンボルレートは測定スパンの
みで制限されます。すなわち、信号全体がアナライザの現在選択されている周波数スパンに収まる必要があります。

ステート定義 現在の復調方式のステート定義を.CSDステート定義ファイルからリコールできます。エディターも使用できます。

ワンボタンプリセット 別モードでEDGE Evolution解析とプリセットが使用可能

携帯電話 CDMA（基地局）、CDMA（移動機）、CDPD、EDGE、GSM、NADC、PDC、PHP（PHS）、W-CDMA

無線ネットワーク BluetoothTM、HiperLAN1（HBR）、HiperLAN1（LBR）、IEEE 802.11b、Wi-SUN（IEEE 802.15.4g）、
ZigBee 868 MHz、ZigBee 915 MHz、ZigBee 2450 MHz

デジタルビデオ J.83A/DVB-C、J.83B/DOCSIS、J.83C/ISDB-C、DVB-S2 16APSK、DVB-S2 32APSK、ATSC、ATSC-M/H

その他 APCO 25、APCO -25 P2（HCPM）、APCO -25 P2（HDQPSK）、DECT、TETRA、VDLモード3 
MIL-STD 188-181C:CPM（オプション21）、SOQPSK-TG（IRIG 106-04）

フィルター

フィルタータイプ ナイキスト、ルートナイキスト、IS-95互換、ガウシアン、EDGE、ローパス、方形、半正弦波（基準フィルターのみ、
ZigBeeで使用）、なし、ユーザー定義、1REC、3RC、EDGE（ウィンドウRC）、SOQPSK-TG

フィルター長 40シンボル：VSBですべてのα；　QAM、DVB-QAM、BPSK、QPSK、DQPSK、8-PSK、D8PSK、16-APSK、16-APSK
（DVB）、カスタムAPSKでα＜0.4の場合

30シンボル：Star 16-QAM、Star 32-QAM、CPM、SOQPSKですべてのα；　オフセットQPSK（低S/N比モード）
20シンボル：他のすべて

ユーザー選択可能なα/BT 0.05～ 10の範囲で連続的に調整可能

ユーザー定義可能なフィルター α＜0.4の場合は長さが最大40シンボルまたは801ポイント、その他の場合は最大20シンボルまたは401ポイント

1. フォーマットの柔軟性と長いシンボル長が必要な場合は、オプションBHKをご検討ください（カスタムIQ変調解析）。
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検索パラメータ

パルス検索 検索長をmsまたはシンボル単位で定義

コンスタレーション同期検索 ユーザー選択可能な同期ワード、および検索パターンの編集機能

検索オフセット 検索長内での結果長の位置を決定

補正 

クロック調整 アナライザのデジタル復調器がI/Q軌跡をサンプリングするタイミングを決定

IQノーマライズ ノーマライゼーションのオン／オフ。オンの場合、アナライザは復調されたトレースデータ結果を公称値1に
ノーマライズ（スケーリング）します。

周波数スペクトラムの鏡映反転 中心周波数に対して鏡映反転された周波数スペクトラムの正確な復調が可能

OQPSKのI/Qアライメント オン／オフ、OQPSKのみ

EVMのノーマライズ基準 一定のエラーサマリー指標に対して、ノーマライズ値をコンスタレーションの最大値（デフォルト）から基準
RMSの間で選択可能

アダプティブイコライゼーション FIR（フィードフォワード）補正フィルターを動的に作成して適用することにより、変調信号からリニアエラー
を除去

タイプ 判定指向、LMS、フィードフォワード、調整可能な収束レートによるイコライゼーション

フィルター長 アナライザのイコライゼーションフィルターの長さを設定。3～ 99シンボル、奇数値のみ

フィルタータップ数 1、2、3、4、10、20タップ／シンボル

収束 イコライゼーションフィルターが収束する速度を決定

ラン／ホールド 「ラン」は以降の測定のたびにイコライゼーションフィルターを再構築、「ホールド」はフィルターを現在値に
保持。

イコライザーのリセット イコライゼーションフィルターを単位インパルス応答にリセット

測定結果 イコライザーのインパルス応答、チャネルの周波数応答

サポートされる変調方式 FSKとGSM/EDGE/EDGE Evolutionを除く、サポートされるすべての変調方式

詳細設定

APSKリング比 DVB 16 APSKおよび32 APSKフォーマットのAPSKリング比を設定

CPMオート{h1,h2} CPM信号の変調指数H1およびH2の値を設定

StarQAM R2/R1 StarQAMフォーマット測定のリング2とリング1の比を設定

低SNR改善 多くのデジタル復調方式に対して、復調の同期部分での周波数／位相予測の追加フィルタリングを使用

カスタムAPSK

信号 同心円上のコンスタレーションステートを定義（例：オン／オフキーイング、高次PSK）

パラメータ 最大8個の同心円上に最大256個のステートを配置可能
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GSM/EDGE/EDGE Evolutionセットアップ（オプションAYAで提供）

対応規格 ·   3GPP TS 45.912

·   3GPP TS 45.001

·   3GPP TS 45.002

·   3GPP TS 45.003

·   3GPP TS 45.004

·   3GPP TS 45.005

·   3GPP TS 51.021

GSM/EDGE/EDGE Evolutionフォーマット

規格プリセット デフォルトのフォーマットパラメータを設定。手動設定も可能

バーストタイプ 同期（SCH）、ノーマル（TCH、CCH）、HSR（TCH、CCH）、混合（NB/HB）、アクセス（RACH）

バースト同期モード トレーニングシーケンス（TSC）、RF振幅、I/Q変調、なし

TSCインデックス 自動選択または手動、0～ 7

変調方式 自動選択または手動：GMSK、8PSK（EDGE）、16QAM、32QAM、HSR QPSK、HSR 16QAM、HSR 32QAM

不一致スロットの破棄 あり、なし

HSRパルス・シェープ・フィルター 狭、広。HSR、アクセスバースト専用

GSM/EDGE/EDGE Evolution時間

検索長 パルス検索の対象となるアナライザの収集時間の長さ。秒またはスロット数

タイムスロット 自動選択または手動、0～ 7

GSM/EDGE/EDGE Evolution詳細設定

ノーマル・シンボル・レート ノーマル（非HSR）信号のシンボルレートを指定

ハイ・シンボル・レート HSR信号のシンボルレートを指定

バースト検索しきい値 バースト立ち上がり／立ち下がりエッジの決定に使用されるピーク・パワー・レベルから相対しきい値を指定

IQコンスタレーションタイプ 表示されるコンスタレーションを決定：フィルタリングのみの測定値、測定値と相補フィルタリング、 
逆回転した測定値と相補フィルタリング
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測定結果   GSM/EDGE/EDGE Evolution以外

復調前（ベクトル）トレース結果

自己相関 信号の自分自身との相関

CCDF 相補累積密度関数

CDF 復調に使用される測定データの累積密度関数

補正 生測定時間データに適用される周波数ドメイン補正を表示

ゲート時間 FFT機能が使用するメイン時間レコードの部分

瞬時メイン時間 FFT機能が使用する時間レコード全体（アベレージングなし）

瞬時スペクトラム 時間トレースの周波数スペクトラム。常にアベレージングなし

メイン時間 FFT機能が使用する時間レコード

PDF 確率密度関数

PSD 信号のパワー密度を周波数の関数で表したパワースペクトラム密度

生メイン時間 ハードウェアが収集した時間データのブロック。フィルターのセトリングのための追加の時間サンプルを
含み、タイムドメインの補正やリサンプリングは未適用

スペクトラム 時間トレースの周波数スペクトラム。選択したアベレージングを含む

マーカー 選択したトレースの占有帯域幅（OBW）または隣接チャネル漏洩電力（ACP）データの詳細なサマリーテーブ
ルを表示

復調トレース結果 FSK以外

チャネル周波数応答 指定したチャネルのアダプティブイコライザーの周波数応答

補正 入力ハードウェアおよび入力デジタルフィルタリングの周波数応答の補正に使用される補正曲線

イコライザーインパルス応答 アダプティブイコライザーのインパルス応答 

エラー・ベクトル・スペクトラム ウィンドウ関数とFFTの適用後のエラーベクトル時間トレースのスペクトラム

エラーベクトル時間 IQ測定ベクトル時間とIQ基準ベクトル時間の差

瞬時エラー・ベクトル・スペクトラム アベレージングなしのエラー・ベクトル・スペクトラム・トレース

瞬時IQ測定スペクトラム アベレージングなしのIQ測定スペクトラムトレース

瞬時IQ基準スペクトラム アベレージングなしのIQ基準スペクトラムトレース

瞬時スペクトラム アベレージングなしのスペクトラムトレース

IQ振幅誤差 IQ測定信号の振幅と基準信号の振幅との間の誤差

IQ測定スペクトラム IQ測定時間トレースのスペクトラム

IQ測定時間 測定された入力信号のIQデータ結果

IQ位相誤差 IQ測定信号の位相と基準信号の位相との間の誤差

IQ基準スペクトラム IQ基準時間トレースの周波数スペクトラム

IQ基準時間 理想入力信号から得られるはずのIQデータの結果

オフセットEVM オフセットQPSKの場合のみシンボル／エラーテーブルに表示

生メイン時間 入力ハードウェアまたは再生ファイルから読み取られた、時間相関やリサンプリングを行う前の生の 
データ

検索時間 解析タイムスロットの検索に使用される収集された時間データ

スペクトラム ウィンドウとFFTで処理された時間データから得られたアベレージング後の瞬時スペクトラム

シンボル／エラー 復調シンボルビットのテーブルと、各方式に固有のデジタル変調エラー情報が含まれているサマリー・ 
エラー・テーブル

時間 デジタル復調前、パルス検索後の時間レコード
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測定結果：FSK 

FSK測定 時間、スペクトラム

FSK基準 時間、スペクトラム

搬送波誤差 振幅

FSK誤差 時間、スペクトラム

測定結果：GSM/EDGE/EDGE Evolution

CCDF バーストのアクティブ部分の相補累積分布関数

CDF バーストのアクティブ部分の累積分布関数

補正 校正から得られたアナライザの補正データ

エラーベクトル時間 各シンボルのエラー・ベクトル・トレース・データの結果

瞬時スペクトラム 時間トレースデータのアベレージングなしの周波数スペクトラムを表示 

IQ振幅誤差 測定IQ信号と基準IQ信号の間の振幅誤差

IQ測定時間 データをシンボルあたり整数個のポイントにリサンプリングし、搬送波／シンボル・ロック、IQ原点オフセッ
トおよびオプションの振幅ドループ補正、システム利得ノーマライゼーション、フィルタリングを入力信号に
適用した結果

IQ位相誤差 測定IQ信号と基準IQ信号の間の位相誤差

IQ基準時間 理想入力信号（基準信号）から得られるはずのデータ 

PDF バーストのアクティブ部分のノーマライズされた確率密度関数ヒストグラム

生メイン時間 入力ハードウェアまたは再生ファイルから読み取られた時間相関やリサンプリングを行う前の生のデータ
（フィルターのセトリング時間を含む）

検索時間 パルス検索および復調前の時間データを表示

スペクトラム 時間トレースからのデータの平均周波数スペクトラムを表示。復調されるタイムスロットより25 %長い復調前
の時間データから得られた結果。

サブチャネルAシンボル サブチャネルAの各シンボルの生データビット

サブチャネルBシンボル サブチャネルBの各シンボルの生データビット

サマリー EVM、IQエラー、周波数誤差、AM/PMスキューなどを示すエラー・サマリー・テーブル

シンボル 各シンボルの生データビットを示すテーブル。テーブルの最初のビットが、復調されたタイムスロットの最初
のシンボルの最初のビットに対応。

時間 復調されたスロットの時間データ

マーカー 選択したトレースの占有帯域幅（OBW）または隣接チャネル漏洩電力（ACP）データの詳細なサマリテーブルを 
表示
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表示フォーマット 測定データと計算された理想基準データに対して以下のトレースフォーマットが使用可能。さまざま
なマーカー／スケーリング機能と、理想シンボル／コンスタレーションステートに対する自動グリッ
ドライン調整機能を提供

極座標ダイアグラム

コンスタレーション シンボル時間だけにサンプルを表示

ベクトル シンボル時間の間の軌跡を表示（1～ 20ポイント／シンボル）

I/Q対時間

IまたはQのみ 時間に対して連続

アイダイアグラム 0.1～ 40シンボルの範囲で調整可能

トレリスダイアグラム 0.1～ 40シンボルの範囲で調整可能

エラーベクトル振幅 時間に対して連続

エラーテーブル 変調品質を自動的に測定して、シンボル／エラー・トレース・タイプごとに表示。RMSおよびピーク値。

FSK以外のフォーマット エラーベクトル振幅、振幅誤差、位相誤差、周波数誤差（搬送波オフセット周波数）、I-Q/原点オフセッ
ト、振幅ドループ（PSKおよびMSKフォーマット）、S/N比（8/16 VSB、8PSK、QAMフォーマット）、直交
位相誤差、利得不平衡；　VSBフォーマット：VSBパイロットレベルは公称値を基準にしたdBで表示さ
れます。SNRはエラーベクトルの実数部だけから計算されます。DVBフォーマットの場合は、EVMはIQ
オフセットを除去せずに計算されます。

FSKフォーマット FSK誤差、振幅誤差、搬送波オフセット、周波数偏移、周波数偏移オフセット、ゼロ交差誤差、シンボ
ルクロック誤差

シンボルテーブル（検出ビット）

テーブル情報 ビットを2進数でシンボルごとにグループ化して表示。データブロックが大きい場合は複数のページを
スクロール可能。シンボルマーカー（現在のシンボルを反転表示）は測定トレース表示と連動し、対応
するビットのステートを識別可能。DVBQAMおよびMSK以外の変調方式では、ビットのユーザー定義に
よって絶対または差分のシンボルステートを表示可能。1

1. 差分変調方式以外では、搬送波位相のあいまいさを解決するために同期ワードが必要
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主な仕様1

この技術概要には、指定したプラットフォームで測定を行う場合のソフトウェアの公称性能仕様を
記載しています。公称値は予想される性能または製品の使用の際に参考となる性能を表し、製品保
証の対象ではありません。

すべての仕様の一覧については、該当する測定プラットフォームの仕様ガイドを参照してください。

Xシリーズ シグナル・アナライザ

確度 PXA MXA EXA CXA BBIQ2

条件 変調方式は、BPSK、D8PSK、DQPSK、QPSK、(16/32/64/128/256/512/1024)QAM、(16/32/64/128/256)DVBQAM、π/4-DQPSK、
8-PSK.。EVMのノーマライゼーション基準をコンスタレーションの最大値に設定。送信フィルターはルート・ナイキスト・フィ
ルター（α＝0.35）。中心周波数＝1 GHz。信号振幅＝－16 dBm、アナライザの設定レンジ＝－10 dBm.。結果長の設定＝150以
上のシンボル、または、3×｛理想状態の位置のシンボル数｝。10回のRMSアベレージング。測定のシンボルレートに基づいて
位相雑音の最適化を調整。使用できるスパンはアナライザハードウェアの帯域幅オプションに依存。

残留誤差 シンボルレート、スパン

残留EVM

1 MSa/s、5 MHz ≦0.5 %rms ≦0.7 %rms ≦0.7 %rms ≦0.7 %rms ≦0.5 %rms

10 MSa/s、25 MHz ≦0.5 %rms ≦0.7 %rms ≦0.7 %rms ≦0.9 %rms ≦0.5 %rms

25 MSa/s、40 MHz ≦0.7 %rms ≦1.1 %rms ≦1.1 %rms － ≦0.6 %rms

100 MSa/s、160 MHz ≦1.0 %rms ≦1.3 %rms － － －

振幅誤差

1 MSa/s、5 MHz ≦0.4 %rms ≦0.5 %rms ≦0.5 %rms ≦0.5 %rms ≦0.5 %rms

10 MSa/s、25 MHz ≦0.5 %rms ≦0.5 %rms ≦0.5 %rms ≦0.6 %rms ≦0.5 %rms

25 MSa/s、40 MHz ≦0.6 %rms ≦0.8 %rms ≦0.8 %rms － ≦0.6 %rms

100 MSa/s、160 MHz ≦0.9 %rms ≦1.0 %rms － － －

位相誤差 

1 MSa/s、5 MHz ≦0.5°rms ≦0.6°rms ≦0.6°rms ≦0.7°rms ≦0.6°rms

10 MSa/s、25 MHz ≦0.6°rms ≦0.6°rms ≦0.6°rms ≦0.8°rms ≦0.6°rms

25 MSa/s、40 MHz ≦0.6°rms ≦1.1°rms ≦1.1°rms － ≦0.6°rms

100 MSa/s、160 MHz ≦1.0°rms ≦1.3°rms － － －

周波数誤差 該当する場合に周波数 
確度に加算

≦シンボルレート/500,000

IQ/原点オフセット2 －60 dB以下

確度

条件 変調方式はMSKおよびMSK2。送信フィルターはガウシアンフィルター（BT＝0.3）。中心周波数＝1 GHz。信号振幅＝－16 dBm。
アナライザの設定レンジ＝－10 dBm。結果長＝150以上のシンボル。10回のRMSアベレージング。使用できるスパンはアナラ
イザハードウェアの帯域幅オプションに依存。

残留誤差 シンボルレート、スパン

残留EVM 
10 MSa/s、25 MHz ≦0.5 %rms ≦0.9 %rms ≦0.9 %rms ≦1.0 %rms ≦0.8 %rms

80 MSa/s、160 MHz ≦1.4 %rms ≦1.8 %rms － － －

位相誤差
10 MSa/s、25 MHz ≦0.4°rms ≦0.5°rms ≦0.5°rms ≦0.5°rms ≦0.5°rms

80 MSa/s、160 MHz ≦1.3°rms ≦1.3°rms － － －

1. データは変更される場合があります。
2. I+jQ測定は、中心周波数を0 Hz、信号振幅とアナライザのレンジを約0 dBmに設定して実行。I/Q原点オフセット指標にはアナライザのDCオフセットの影響は含まれていません。
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PXA MXA EXA CXA

ビデオ変調方式

残留EVM
8/16 VSB

シンボルレート＝10.762 MHz、α＝0.115、周波数＜3.6 GHz、7 MHzスパン、フルスケール信号、 
レンジ≧－30 dBm、結果長＝800、アベレージング＝10回

≦1.5 %（SNR≧36 dB） 

残留EVM 16、32、64、 
128、256、512、 
1024-QAM

シンボルレート＝6.9 MHz、α＝0.15、周波数＜3.6 GHz、スパン＝8 MHz、フルスケール信号、 
レンジ≧－30 dBm、 結果長＝800、アベレージング＝10回

≦1.0 %（SNR≧40 dB） ≦1.0 %（SNR≧40 dB） ≦1.0 %（SNR≧40 dB） ≦1.0 %（SNR≧36 dB） 

PXA MXA EXA CXA

GSM/EDGE/EDGE Evolution
モードフォーマット

確度 信号がフルスケール信号レンジから2 dB以内、スパン＝1 MHz、RMSアベレージング＝20回

EVM ≦0.25 % ≦0.5 % （≦0.4 %） 1 ≦0.5 % 2 ≦0.5 %

周波数確度 ≦0.5 Hz ≦1 Hz（≦0.2 Hz）1 ≦1 Hz2 ≦1 Hz

周波数確度 ±400 kHz
±400 kHz 
（±400 kHz）1 ±400 kHz2 ±400 kHz

1. MXAオプションBBAの結果。

2. 結果はEXA＋オプションB25に対しても有効です。

アップグレードが可能です

89600Bのオプションは
すべて、購入後に追加で
き、ライセンスキーに
よって有効となります。

詳細については、 以下のウェブサイト
をご覧ください。

(www.keysight.co.jp/find/89600_
upgrades)

アップ

グレード

89600 VSAの最新版を入手

規格の急速な進化や信号解析の絶え
間ない進歩に対応するために、
89601BU/BNUソフトウェア・アッ
プデート・サービスを利用すれば、
89600 VSAソフトウェアの最新機能
や機能拡張をすぐに入手できます。

www.keysight.co.jp/find/89601BU

その他のリソース

カタログ

『89600 VSAソフトウェア、Brochure』5990-6553JAJP

『89600 Vector Signal Analysis Software、Configuration Guide』5990-6386EN

『89601B/BN-200 基本ベクトル信号解析 89601B/BN-300 ハードウェアインタフェース 

89600 VSAソフトウェア、Technical Overview』5990-6405JAJP

『通信システムのデジタル変調入門編、Application Note』5965-7160J

『89601B/BN-BHK Custom IQ Modulation Analysis、Technical Overview』 
5991-4221EN

ウェブサイト

www.keysight.co.jp/find/89600vsa 

www.keysight.co.jp/find/bluetooth 

www.keysight.co.jp/find/zigbee 
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